
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度上半期  

体験教室開催のお知らせ  
６月～８月メニュー          各回 13：30～15：00 

６月 19日（日） 

延年の舞のペーパークラフト 

毛越寺に伝わる延年の舞「若女（じゃくじょ）」をモチーフにしたペー

パークラフトを作ります。      受付中 

７月 1７日（日） 

おきなの面づくり 

能や延年で使われる「翁（おきな）」のお面を作ります。 
受付開始６月 19日 15：00から 

８月 21日（日） 

磐前村印のストラップづくり 

柳之御所遺跡から出土した重要文化財「磐前村印（いわさきむらいん）」

をかたどったストラップを作ります。 受付開始７月 17日 15：00から 

９月はおやすみ 資料整理期間

と重なるため、お休みです。 

※下半期（10 月以降）も体験教室は第三日曜日に開催予定です。内容は

あらためてお知らせします。 

対象一般 年齢制限なし 小学校低学年以下は保護者同伴でお願いします。 大人も参加できます。   

参加費無料 定員 15名 会場：ガイダンスセンター体験学習室 材料、道具はガイダンスセンターで準備します。 

申し込み： 電話 0191-34-7377 （予約電話は開館時間中） 又は事前にガイダンスセンター受付に直接お申し

出下さい。前の月の体験の終了時から受け付けます。 定員になりしだい受付を終了します。 

 

令和４年 

５月 27日 岩手県立平泉世界遺産ガイダンスセンター 

 

 

 

7月 2日（土）開幕！  

令和４年度企画展 遠野と平泉 ―新発見！平泉時代の遺跡を探る― 
会期：令和４年７月２日（土）～９月 11日（日） 9：00～17：00 

会場：平泉世界遺産ガイダンスセンター 企画展示室  入館料：無料 
 

 

 

令和３年７月、遠野市宮代Ⅳ遺跡で渥美産壺を埋納した平泉時代の経塚が発見されました。

北上川流域と三陸沿岸部を結ぶ遠野盆地における初めての平泉時代の遺跡です。本展示は新

発見資料から遠野と平泉のつながりを紹介します。 

 

  

 

 

主な展示資料 
渥美産壺・青磁碗・かわらけ

（遠野市宮代Ⅳ遺跡） 

阿弥陀如来坐像 12 世紀 

（遠野市善明寺御内仏） 

常滑産三筋壺 

（遠野市安倍館遺跡） 

墨書土器群 

（遠野市高瀬Ⅰ・Ⅱ遺跡） 

蕨手刀 

（伝遠野市高瀬遺跡） 
渥美産壺・かわらけ 

（平泉町柳之御所遺跡） 

 

 

展示解説会  
各回 13:30～14:00  
当日受付 定員 18名  

担当学芸員が展示を

解説します。 

第１回 ７月 ３日（日） 

第２回 ８月 ７日（日）   

第３回 ９月 11日（日） 
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講座開催のお知らせ 会場：講座室 参加費：無料 定員：25名 事前予約制 
申し込み 0191-34-7377（予約電話は開館時間中）先着順 定員に余裕がある場合、当日も受け付けます。 

 

平泉世界遺産ガイダンスセンターご利用案内 
開館時間 9：00～17：00（11月～3月 9：00～16：30） 

入館は閉館時間の 30分前まで  

休館日 毎月末日（土・日の場合は前日）年末年始・資料整理日 

入館料無料    駐車場 普通車 47台 大型車 2台 

５～８月の休館日  ５月 31日（火）・６月 30日（木）・７月 29日（金）・８月 31日（水） 

平泉学講座第 1 回 定員まで残りわずか  

６月 11 日（土）13:30～15:00 八重樫忠郎氏（平泉町志羅山在住）  
平泉出土の須恵器系陶器の謎 －エヒバチ長根窯の再評価－ 
これまで平泉、比爪で出土する須恵器系陶器の多くは能登の珠洲窯産とされてきた。しかし、秋田県 

能代市の須恵器系陶器の窯「エヒバチ長根窯」の再検討により、この見解に疑問を投げかける男がいる。

平泉の陶磁器研究の第一人者が、平泉の須恵器系陶器に激しく切り込む。 

 

平泉学講座第２回 企画展「遠野と平泉」関連 

７月２日（土）13:30～15:00 福島正和氏（岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター）  

  三陸の 12 世紀 －田鎖車堂前遺跡などからみた平泉と三陸－ 
復興関連発掘調査により、三陸沿岸でも平泉時代の遺跡が見つかっている。堀で囲まれる居館遺跡で

ある宮古市田鎖車堂前遺跡の調査担当者が、発掘調査の成果を踏まえ三陸の 12 世紀を総合的に語る。

遠野との関連もふれます。 

 

 平泉学講座第３回 企画展「遠野と平泉」関連 

８月６日（土）13:30～15:00 斉藤利男氏（弘前大学名誉教授）  
  平泉時代の遠野 －遠野保の発見－ 
  斉藤先生は、2019 年、12 世紀の遠野を論じた論文「陸奥国遠野保の成立」を発表した。その想定通

り、2021年の発掘調査で居館遺跡の安倍館遺跡で 12世紀の常滑三筋壺が出土し、その西方の宮代Ⅳ遺

跡では 12世紀の経塚が発見された。実像が見えてきた平泉時代の遠野について熱く語る。 

 
企画展「遠野と平泉」関連特別講座 

９月３日（土）13:30～15:00 前川さおり氏（遠野市文化課学芸員）  
  塚と森と ～遠野の不地震地伝説～ 
  遠野の先学伊能嘉矩が論じた「猿ヶ石川流域に於ける不地震地」。遠野物語にも関連話がある「不地

震地」とは何か、また、経塚や森そして平泉との関係は？ 民俗学のジーニアスが洒脱に独自の世界観

を語る。 

  

 

 


